
老化と健康長寿について
　老化とは徐々に進んでいく自然な変化の過程です。老
化がいつから始まるかというと、成人期の早期から少なから
ず始まっています。中年期になると、色々な身体機能にお
いて、徐々に低下し始めています。
　一方、加齢とは出生から死に至る間に見られる様々な現
象で、肉体的な変化も精神的な変化も含まれます。出生
後から成長期には様々な身体的、精神的能力を獲得し、体
力、精神力が備わり、成熟期を迎えます。成熟期以降の退
行的変化が老化の始まりです。
　その老化をいかに抗（あらが）うか、
防ぐか、また拒むかが、“アンチエイジ
ング”になります。“アンチエイジング”
と聞くと美容的なことと考えがちです
が、日本抗加齢学会という学術団体
もあり、「元気で長寿を享受すること
を目指す論理的・実践的科学」とされています。“アンチエ
イジング”により、70歳の人が50歳に見えるようになると誤
解している人もいます。しかしながら細胞の老化を逆戻りさ
せることは不可能で、できることは食事や運動などの生活
習慣を工夫により、老化の過程を緩やかにすることです。
80歳なのに、どう見ても60歳くらいにしか見えない人もい
ることは事実です。その人は細胞が老化する速度をうまくコ
ントロールしたことで、姿勢が良くなり、精神的にもはつらつ
として、若々しく見えるようになったためです。このような誤
解を解くために、最近ではアンチエイジングではなく、サク
セスフル・エイジング、アクティブ・エイジング、ヘルシー・エ
イジング（健康長寿）などの言葉が使われています。
　最近は、老化や老年病につい
ては研究が進み、病気になっても
以前より良い治療が受けられるよ
うになりました。病気の予防法に
関する知識も増え、食生活の選
択肢も多くなり、健康に効果のあ
るサプリメントも入手しやすくなっ

ています。体を動かすことの重要性やストレス解消の重要
性についても多くの人の知るところとなっています。その事
により、我が国では、長寿社会を迎えております。100歳を
超えて長生きをする人の数が急速に増えています。昭和
38年には全国で153人でしたが、昭和56年に千人を超え、
平成10年に１万人を超えました。そして、平成24年には5
万人を超え、令和5年には100歳以上の方が92,139人と
なっています。
　人生100歳時代と言われております。80歳以上の高齢
で健康長寿の人は、もっとたくさんおられます。その人たち
がより健康な長寿を迎えるためには、出来る範囲の運動を
続けることで、体力が維持されます。病気が無いにこしたこ
とはありませんが、病気がある人も、体力の維持が健康長
寿には必要なことです。“無病息災”でなくても、“一病息
災”という言葉もあります。80歳代を超えてもなお意気盛
んで、病気があったとしても、健康を維持し、人生を楽しん
でいる人がどんどんと増えています。
　しかし、永年の努力で得た健康長寿も風邪などの一つ
の病気をきっかけに、動かない生活に慣れてしまうと、一層
老化が進んでしまいます。近所への散歩や公園などでの
体操で身体を動くかすことで、ふたたび体力を回復し老化
を予防することが出来ます。その事で健康長寿を継続でき
ます。これまでの経験則か
ら、休んでいれば、そのうち
また元気になれると思いが
ちかもしれません。健康長
寿を得て、高齢になった今
は、＜休むと衰える＞こと
を忘れないでください。
　再び健康長寿を取り戻
すためにも、少しずつでも
良いですから、散歩や体操
を始めていきましょう。

院長　長﨑 孝太郎

●せきや熱などのかぜ症状のある方は、必ずご来院前に電話でご連絡をお願いします。
●来院される患者さん・他全ての皆様、マスクの着用・手指消毒をお願いいたします。

入院患者さんへの面会について（感染状況により面会制限を設ける場合あり）
 面会日時 全日　13時～18時（退室18：30までに退出のこと）　予約は必要ありません。
 面会条件 ・原則ご家族のみ数名で1回30分程度、各病室のベッドサイドで面会してください。
 ・面会時は検温・不織布マスクの着用（患者さんも）をお願いいたします。
 ・体調不調・発熱のある方は面会をご遠慮ください
 ・患者さんへの差し入れは必ず看護師にお申し出ください。また面会に来られた方の飲

食はご遠慮ください。

 面会手続き ・各病棟のエレベーターホールで面会票をご記入の上病棟内へお入りください。
  （体温の記入が必要です。）

感染防止対策に関する皆様へのお願い

お
知
ら
せ

❶ 糖尿病の合併症とその予防
　  ～脳卒中、心筋梗塞、足壊疽を予防するために～
 講師　糖尿病専門医　古森 佑美
❷ シックデイについて
 講師　看護師　兼好 光枝

日時：5月17日（土） 13：30～15：00
場所：長崎病院ヘルスケアセンター1階

お申込みが必要です。ご希望の方は長崎病院
外来受付まで（TEL 082-208-5801）

～糖尿病と上手に付きあいながらくらしていくために～
「糖尿病をよく知ろう」
糖尿病教室

2025年5月1日現在

外来担当医表 診療時間 午前 8：30～12：00／午後 2：00～5：30
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〈 循環器 〉

午  

前

午  

後

中 村
〈 呼吸器 〉

院 長

長﨑 孝平
〈 腎 臓 〉

長﨑 孝平
〈 腎 臓 〉

山 下
〈 糖尿病 〉

住 田
〈 循環器 〉

院 長 山 田
〈 糖尿病 〉
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〈 糖尿病 〉
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山 本
（第2・4週）

長﨑孝平
（第1・3・5週）

熊谷
（第2・4週）

山下
（第5週）

山 崎
〈 神経内科 〉

三 森
〈 神経内科 〉
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〈 呼吸器 〉

熊 谷
〈 リウマチ 〉

山 下
〈 糖尿病 〉

火 水 木 金 土
内 科

【第1診察室】

内 科
【第2診察室】

皮膚科・熱傷
【第3診察室】

内 科
【第1診察室】

内 科
【第2診察室】

皮膚科・熱傷
【第3診察室】

熊 谷
〈 リウマチ 〉

箱 田
〈 リウマチ 〉

＊

•都合により担当医が変更する場合がございます。　•〈　〉は専門分野です。　•＊診察週が変動しますので事前にお問い合わせください。
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私たちは良質で安心な医療の提供により、患者様や家族の皆様との信頼を築き、常に
「思いやりの医療」を念頭に、地域社会に貢献します。当院の理念
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http://www.nagasaki-hp.jp 長崎病院 広島 検 索

午前8時30分～12時/午後2時～5時30分 日曜日・祝祭日診療時間 休診日

〒733-0013 広島市西区横川新町3番11号

医療法人 厚生堂

長崎病院

駐車場完備

JR横川駅 南口より西へ300m、西区民文化センター向い

旧長崎病院

三篠神社

フレスタモール
カジル横川
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西区民文化センター
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旧
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横川駅

西区民文化センター前

西区民文化センター北 横川駅前

◀至岩国 至広島駅▶

第1
駐車場
（16台）

第2
駐車場
（60台）

長崎病院

長崎病院
ヘルスケア
センター
5F
・訪問看護
 ステーション
 ながさき

ロ
ー
ソ
ン

みささ文化ビル
2F
・広島市中広地域
 包括支援センター
・居宅介護支援センター

ほほえみの郷
4.5F
・グループホーム 
 あいあいホーム ながさき
1F
・デイサービスセンター
 ほほえみながさき

基本方針
1. 患者さんの生命の尊厳と人権を尊重します

2. 常に新しい医学・医術の研鑽に励み、良質な医療サービスに努めます

3. 明るく清潔で快適な医療施設を整えます

4. 思いやりの医療・看護・介護を目指します

5. 健全な経営を基盤とし、患者さんや家族の皆様及び職員に満足される
   医療機関となるよう努めます

6. 可能な限り患者さんのライフスタイルにあった自立した生活ができるよう
　努めます

患者さんの権利
医療法人厚生堂は患者の権利に関する「リスボン宣言」に
のっとり、信頼される医療の提供を目指します。
1. 個人の尊厳を守るための支援を受ける権利
2. 良質で安全な医療を平等に受ける権利
3. 病状や治療について十分な説明を受ける権利
4. 検査・治療の選択について自らが決定する権利
5. 診療に関わる個人情報の保護を受ける権利
6. 診断や治療について、他の医師の意見を求める権利
（セカンドオピニオン）
7. 健康増進・疾病予防を行うための健康教育を受ける権利

長崎病院のめざす〔地域医療〕〔包括医療〕
長崎病院
●内科（循環器・呼吸器・糖尿病・リウマチなど）
●皮膚科・熱傷センター
●リハビリテーション（理学療法・作業療法・言語療法）
☎082-208-5801（代）

長崎病院ヘルスケアセンター
（人間ドック・健診施設機能評価認定優良施設）

☎082-208-5791（代）
●訪問看護ステーション ながさき
☎082-503-3236（担当：久保田）

みささ文化ビル
●居宅介護支援センター
☎082-230-8181
（担当：滋野）

ほほえみの郷
●グループホームあいあいホームながさき
☎082-532-6636（担当：荻原）
●デイサービスセンターほほえみながさき
☎082-532-6630（担当：安永）
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